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四
月
二
十
八
日
、
神
崎
町
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
局
舎
に
お
い
て
、
第

四
回
神
崎
町
・
大
河
内
町
合
併
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
、
前
回

に
提
案
さ
れ
た
電
算
シ
ス
テ
ム
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
、
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
上
野
英
一
副
会
長

（
大
河
内
町
長
）
よ
り
、
次
の
と
お
り
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

上
野
町
長
あ
い
さ
つ

新
緑
の
緑
が
映
え
る
好
季
節
に
な
っ
て

参
り
ま
し
た
。
ま
た
、
田
植
え
の
準
備
も

始
ま
り
何
か
と
お
忙
し
い
中
、
第
四
回
合

併
協
議
会
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し

て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
第
四
回

協
議
会
を
む
か
え
る
中
、
新
町
名
称
・
庁

舎
等
検
討
小
委
員
会
、
ま
た
新
町
建
設
計

画
小
委
員
会
は
二
回
開
催
さ
れ
、
合
併
の

核
心
に
触
れ
る
議
論
と
な
っ
て
参
り
ま
し

た
。同

時
に
、
姫
路
市
・
香
寺
町
・
安
富
町

の
一
市
二
町
の
法
定
協
議
会
も
四
月
に
設

置
さ
れ
、
本
格
議
論
と
な
っ
て
お
り
、
広

域
行
政
事
務
組
合
問
題
が
我
々
の
合
併
問

題
の
議
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

先
日
四
月
二
十
日
に
中
播
消
防
署
で
正

副
管
理
者
・
助
役
・
消
防
署
長
・
事
務
局

長
会
議
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
中
播
消
防

の
管
理
者
、
橋
本
香
寺
町
長
が
辞
任
さ
れ

尾
闢
市
川
町
長
に
管
理
者
が
代
わ
り
ま
し

た
。
当
初
橋
本
香
寺
町
長
は
、
姫
路
市
と

合
併
を
し
て
も
消
防
の
枠
組
み
は
当
分
現

在
の
形
で
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
残
り
の
神
崎
郡
四

町
長
も
そ
の
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
と
申

し
上
げ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
日
は

八
月
に
は
合
併
協
定
を
結
び
た
い
の
で
、

広
域
事
務
組
合
の
扱
い
を
六
月
頃
ま
で
に

結
論
を
み
た
い
。
香
寺
町
と
し
て
は
、
編

入
合
併
で
あ
る
の
で
姫
路
市
が
ど
の
よ
う

な
方
向
を
出
す
か
、
そ
れ
に
従
わ
ざ
る
を

得
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

現
在
姫
路
市
の
意
向
は
、
消
防
は
姫
路

市
消
防
と
し
た
い
、
衛
生
施
設
に
つ
い
て

は
、
現
姫
路
市
の
能
力
は
十
分
あ
る
が
、
地

元
の
搬
入
受
け
入
れ
の
問
題
も
あ
る
の
で
中

播
衛
生
施
設
を
利
用
し
た
い
、
農
業
共
済
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

ら
い
い
か
と
い
う
内
容
で
、
そ
れ
ぞ
れ
言
い

分
だ
け
を
聞
い
て
い
ま
す
と
い
い
と
こ
ろ
ど

り
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
経
費
が
一
番
か
か

る
の
は
職
員
を
た
く
さ
ん
抱
え
る
消
防
で

す
。
ま
た
、
農
業
共
済
は
国
等
の
補
助
金
が

多
く
、
町
負
担
は
少
額
で
す
。

香
寺
町
サ
イ
ド
か
ら
言
え
ば
消
防
施
設

も
、
現
在
船
津
・
豊
富
・
山
田
地
区
は
人

口
一
万
五
千
人
で
出
張
所
が
あ
り
ま
す
の

で
、
人
口
二
万
人
の
香
寺
町
に
も
出
張
所

の
設
置
が
出
来
、
住
民
か
ら
言
え
ば
サ
ー

ビ
ス
が
向
上
す
る
し
、
姫
路
市
か
ら
言
え

ば
香
寺
町
が
現
在
中
播
消
防
事
務
組
合
に

支
払
っ
て
い
る
負
担
金
が
大
幅
に
削
減
で

き
る
中
味
で
す
か
ら
、
行
政
効
率
か
ら
言

え
ば
そ
う
な
る
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、

夢
前
町
長
も
、
六
月
に
は
一
市
一
町
の
法

定
協
議
会
の
設
置
を
と
い
っ
て
い
ま
す
。

夢
前
が
姫
路
市
と
合
併
を
す
れ
ば
、
現
在

九
万
人
規
模
の
中
播
消
防
事
務
組
合
の
中

の
四
万
人
が
抜
け
る
こ
と
と
な
り
、
事
務

組
合
そ
の
も
の
の
運
営
が
困
難
に
な
り
ま

す
。
何
と
か
現
在
の
枠
組
み
で
の
お
願
い

を
姫
路
市
長
、
香
寺
・
夢
前
町
長
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
非
常
に

シ
ビ
ア
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。
展
開
の
仕

方
如
何
に
よ
れ
ば
、
神
崎
郡
が
姫
路
市
に

吸
収
合
併
と
言
う
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
合
併
三
法
案
が
昨
日
二

十
七
日
、
衆
議
院
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、

全
国
的
な
流
れ
も
見
据
え
な
が
ら
、
合
併

の
是
非
・
時
期
も
見
極
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

本
日
の
協
議
事
項
と
し
て
、
電
算
シ
ス

テ
ム
の
取
り
扱
い
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

も
非
常
に
経
費
の
か
か
る
問
題
で
す
し
、

二
町
異
な
る
シ
ス
テ
ム
で
す
の
で
ど
の
シ

ス
テ
ム
に
す
る
か
も
難
し
い
課
題
で
す

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
し
て
開
会
の
あ

い
さ
つ
と
し
ま
す
。

2神崎町・大河内町合併協議会だより
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【
報
告
第
十
六
号
】

合
併
協
議
会
規
約
に
関
す
る
協
議
書
の

一
部
を
変
更
す
る
協
議
書
に
つ
い
て

合
併
協
議
会
規
約
に
よ
り
顧
問
と
し
て

選
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
、
馬
場
中
播
磨
県

民
局
長
が
異
動
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
顧

問
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

変
更
後
（
敬
称
略
）

岡
本
　
坦
（
兵
庫
県
中
播
磨
県
民
局
長
）

変
更
前

馬
場
英
司
（
兵
庫
県
中
播
磨
県
民
局
長
）

【
報
告
第
十
七
号
】

平
成
十
六
年
度
合
併
協
議
会
予
算
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
度
の
合
併
協
議
会
の
予
算

が
報
告
さ
れ
、
会
議
費
、
事
務
局
費
、
調

査
啓
発
費
な
ど
総
額
三
千
三
百
三
十
万
円

の
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
報
告
第
十
八
号
】

第
一
回
新
町
名
称
・
庁
舎
等
検
討
小
委

員
会
の
開
催
報
告
に
つ
い
て

四
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
新

町
名
称
・
庁
舎
等
検
討
小
委
員
会
で
は
、

委
員
長
及
び
副
委
員
長
を
選
任
し
た
ほ

か
、
新
町
の
名
称
の
選
定
方
針
や
選
定
方

法
、
事
務
所
（
庁
舎
）
の
位
置
に
つ
い
て

提
案
さ
れ
た
こ
と
が
立
石
委
員
長
よ
り
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

【
報
告
第
十
九
号
】

第
二
回
新
町
建
設
計
画
小
委
員
会
の
開

催
報
告
に
つ
い
て

四
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
新
町

建
設
計
画
小
委
員
会
で
は
、
新
町
建
設
計
画

に
お
け
る
計
画
策
定
の
方
針
、
新
町
（
両

町
）
の
現
状
説
明
及
び
課
題
、
ま
た
次
回
小

委
員
会
で
は
、三
分
科
会
（
民
生
・
福
祉
、

産
業
・
建
設
、
総
務
・
文
教
）に
別
れ
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
に
よ
り
新
町
に
お
け
る
ま

ち
づ
く
り
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

が
日
和
副
委
員
長
よ
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

【
報
告
第
二
十
号
】

平
成
十
六
年
度
合
併
協
議
会
補
正
予
算

（
第
一
号
）
に
つ
い
て

電
算
シ
ス
テ
ム
の
統
合
・
基
本
計
画
策
定

作
業
に
伴
い
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
百
九

十
二
万
八
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
三
千
七
百
二
十
二
万
八
千
円
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
協
議
第
十
一
号
】

電
算
シ
ス
テ
ム
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

電
算
シ
ス
テ
ム
関
係
業
務
に
つ
い
て

は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
事
務
処
理
能
力
の

低
下
を
招
か
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、
安
全

か
つ
確
実
な
対
策
を
講
じ
な
が
ら
進
め
る

こ
と
に
よ
り
、
合
併
時
に
統
合
す
る
こ
と

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

五
月
十
四
日
、
大
河
内
町
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
三
回
目
の
新
町
建

設
計
画
小
委
員
会
（
分
科
会
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
小
委
員
会
は
三
分
科
会
に
別

れ
、
前
回
に
提
案
さ
れ
た
新
町
の
ま
ち
づ

く
り
の
課
題
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

民
生
・
福
祉
分
科
会
で
は
、
「
保
健
・

健
康
・
福
祉
と
生
活
基
盤
に
係
る
課
題
」

産
業
・
建
設
分
科
会
で
は
、
「
自
然
環
境

と
産
業
振
興
に
係
る
課
題
」
総
務
・
文
教

分
科
会
で
は
「
教
育
文
化
と
行
財
政
運

営
・
住
民
参
画
に
係
る
課
題
」
に
つ
い
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
に
よ
り
検
討
さ
れ

ま
し
た
。
委
員
さ
ん
か
ら
は
、
普
段
感
じ

ら
れ
て
い
る
各
地
域
の
実
情
や
課
題
、
さ

ら
に
課
題
を
改
善
し
て
い
く
た
め
に
必
要

と
考
え
ら
れ
る
取
り

組
み
や
ア
イ
デ
ア
な

ど
様
々
な
意
見
が
で

ま
し
た
。

協

議

事

項

報

告

事

項
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五
月
十
八
日
、
大
河
内
町
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
二
回
目
の
新
町
名

称
・
庁
舎
等
検
討
小
委
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
小
委
員
会
で
は
、
新
町

名
称
募
集
要
領
の
検
討
項
目
で
あ
る
募
集

の
範
囲
、
選
定
基
準
、
募
集
の
周
知
方
法
、

応
募
の
方
法
・
応
募
条
件
等
に
つ
い
て
協

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き

そ
の
他
検
討
項
目
も
含
め
、
小
委
員
会
で

協
議
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
合
併
協
議

会
で
決
定
次
第
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

4神崎町・大河内町合併協議会だより

新町の事務所の設置方式について

本庁・支所方式

①本庁集中方式 ②本庁分散方式 ③分庁方式 ④分庁・窓口方式 ⑤総合支所方式 

分庁方式 総合支所方式

概
　
要

図
　
　
　
解

メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト

・2町の組織機構を本庁に
集約し、残った庁舎にその
地域の住民に直接関わりの
ある業務（窓口業務）を
行う支所を置く。 

･ 事務の効率化が図られる。

・新町誕生の印象が強い。

･事務の効率化が図られる。
・新町誕生の印象が強い。 
･ 既存施設を利用するため
費用は少なく済む（改装費
程度）。 

・両町、対等な扱いとなる
（但し、条例でどちらかの
住所を事務所の位置とする
必要がある。）
・既存施設を利用するため
費用は少なく済む（改装費
程度）。 

・両町、対等な扱いとなる
（但し、条例でどちらかの
住所を事務所の位置とする
必要がある。）
･ 既存施設を利用するため
費用は少なく済む（改装費
程度）。 

・住民にとって現状に近く,サー
ビス提供が今までどおりで違
和感がない。 
･ 既存施設を利用するため費用
は 少なく済む（改装費程度）。 

･ 地域によっては、本庁が遠
くなる。 

・すべての組織機能を集約
するため、大規模改造が
必要になる。 

･ 地域によっては、本庁が遠
くなる。 

・窓口が分散するため、住
民に混乱を招くおそれが
ある。 
・管理上、非効率となる。 
・新町の一体感が醸成され
にくい。 
・部門間の意思疎通に支障。 

・窓口設置の分コストがかかる。 
・管理上、非効率となる。 
・新町の一体感が醸成され
にくい。 
・部門間の意思疎通に支障 

・職員数が今と同程度必要であり,
合併による効率化が生かされ
にくい。（人件費の削減が困難） 
･ 管理上、非効率となる。 
･ 新町の一体化に欠け新市誕生
の印象が薄い。 

・本庁にすべての組織機能
を集中する。 
・支所では、その地域の住
民生活に直接関りのある業
務（窓口業務）のみを行う。 

・本庁に主な業務を置く。 
・支所には、窓口業務と本
庁に入りきれない部門を配
置する。 

・2 町の従来の庁舎に各行
政部門を振り分け、業務を
分散する。
・窓口も分散する。 

・2 町の従来の庁舎に各行
政部門を振り分け、業務を
分散するが、窓口部門は
両方に置く。 

・管理部門の統合にとどめ、2
町の行政機能をそのまま維持
する。 
・本庁機能として3役、議会、
総務課、企画課等の管理部門
のみ統合。 

・2 町の組織機構を本庁に
集約するが、本庁のスペー
スの関係上、一部の部門
を支所に配置する。

・現在ある関係町の庁舎に、
行政機能を部門ごとに振り
分ける方式。 

・現在ある関係町の庁舎に、
行政機能を部門ごとに振り
分ける方式。 

・現在ある関係町の庁舎にその
地域に関する事務の全般にわたっ
て事務を掌る総合支所を置く。 

本庁

すべての
業務

本庁

主な
業務

本庁
Ａ
総合
支所

Ｂ
総合
支所

Ａ
支所
（例）

教育委員会
福祉事務所
窓口業務

Ａ
支所
窓口業務

Ａ
庁舎
窓口業務

Ｂ
庁舎
窓口業務

Ａ
庁
舎 

Ｂ
庁
舎 

（例）

総務部門 

企画部門 

教育部門 

商工部門 

住民部門 

（例）

建設部門 

農業部門 

福祉部門 

水道部門  

（例）

総務部門 

企画部門 

教育部門 

商工部門 

窓口部門  

（例）

建設部門 

農業部門 

福祉部門 

水道部門 

窓口部門 

（例）

総務課 

企画課 ＋

Ｂ総合支所

と同業務 

（例）

町民課 

福祉課 

税務課 

教育委員会 等 

※ 上記、「支所」は地方自治法の概念（市町村の事務の全般にわたって事務を掌る事務所）とは異なり、窓口業務程度を掌る事務所のことを指している。

Kanzaki

Okawachi

第
二
回
新
町
名
称
・

庁
舎
等
検
討
小
委

員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
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行 政 サ ー ビ ス の 比 較

神崎町・大河内町の現在の行政サービスのうち、生活に身近なものを比較してみました。

● 税　率

● 保育料

● 水道料金

● 下水道料金

● 国民健康保険税

● 介護保険

平成１５年度実績（年額）

住　民　税

固定資産税

神　　崎　　町 大　河　内　町

平成１５年度実績

水道料 金

神　　崎　　町 大　河　内　町

平成１５年度実績

下 水 道
使 用 料

神　　崎　　町

平成１５年度実績（年額）

最　　　高　　　限　　　度　　　額

保 険 税 率

保　育　園

神崎町（医療分）神崎町（介護分）大河内町（医療分）大河内町（介護分）

大　河　内　町

個 人 町 民 税 均 等 割

個 人 町 民 税 所 得 割

法 人 町 民 税 均 等 割

法 人 町 民 税 法 人 税 割

２，０００円

標準税率（３％～１２％）

標準税率（５０千円～３，０００千円の９段階）

標準税率（１２．３％）

２，０００円

標準税率（３％～１２％）

標準税率（５０千円～３，０００千円の９段階）

標準税率（１２．３％）

世帯人数4人の一般家庭として算出

所　　得　　割

資　　産　　割

均　　等　　割

平　　等　　割

 ６.３５%

 ３１.５４%

 ２６，８００円

 ２７，０００円

 ５３０，０００円

 ０.８２%

 ５.００%

 ６，０００円

 ４，０００円

 ８０，０００円

 ５.３０%

 ３６.００%

 ２４，６００円

 ２６，４００円

 ５３０，０００円

 ０.８２%

 ７.００%

 ６，４００円

 ４，８００円

 ８０，０００円

４，３９０円／月　＜消費税込み＞

（基本料金３，１５０円／月）

（世帯構成員１人当たり３１０円／月）

※加入分担金３１５，０００円

４，２００円／月　＜消費税別＞

（基本料金３，０００円／月）

（世帯構成員１人当たり３００円／月）

※加入分担金３５０，０００円

平成１５年度実績（月額） 神　　崎　　町 大　河　内　町

平成１５年度実績（月額） 神　　崎　　町 大　河　内　町

保　険　料　基　準　月　額

3歳未満児の入所の場合

幼　　稚　　園

２，７００円 ２，８００円

４，０００円 

 ※町立幼稚園　４園

４，０００円 

 ※町立幼稚園　５園

保護者の前年度所得税により

８，０００円～５４，０００円の６段階

※私立保育園　1園

保護者の前年分所得税により

９，０００円～５４，０００円の９段階

 ※町立保育園　1園

１ヶ月当たり使用水量を３０m3とし

て算出（家庭用１３mm）

６，３００円／月　＜消費税込み＞

（基本料金９m3まで１，８００円／月

メーター使用料９０円含む）

（超過１m3　２１０円）

　※加入分担金 ８４，０００円

６，３００円／月　＜消費税別＞ 

（基本料金１０m3まで１，８００円／月

メーター使用料１００円含む）

（超過１m3　２２０円）

※加入分担金６３，０００円

土 地・家 屋・償 却 資 産 標準税率（１．４％） 標準税率（１．４％）

※神崎町は法適用における企業会計、大河内町は法非適用による特別会計。

※神崎町は法適用における企業会計、大河内町は法非適用による特別会計。

※サービス内容の違いについては、今後の合併協議会の中で話し合われることになります。
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合併協議会からのお知らせ

◆ 第５回合併協議会

日　時：６月13日（日）午後１時30分～

場　所：大河内町保健福祉センター　２Ｆ福祉講習室

◆◆ 第６回合併協議会

日　時：６月30日（水）午後１時30分～

場　所：神崎町ケーブルテレビネットワーク局舎　会議室

※ 協議会開催日は予定であり、両町の行事等で変更もあります。

◆ 協議会・小委員会の傍聴について

　合併協議会・小委員会は、原則公開することとなっています。傍聴をご希

望される方は、開会時間の１５分前までに会場にお越しいただき、傍聴受付

簿に住所・氏名をご記入ください。傍聴をされる方に傍聴証をお渡しします。

　ただし、傍聴をご希望される方が多数ある場合には、会場の都合などで傍

聴の人数を制限することもありますので、ご了承ください。

◆ ホームページを開設しています

　神崎町・大河内町合併協議会では、ホームページを開設しています。

　ホームページでは、会議資料や会議録などを公表している他、合併に関す

るご意見・ご要望なども受け付けています。内容は随時更新していきますの

で、ぜひご覧ください。

◆ ホームページアドレス

　　http://www.town.kanzaki.hyogo.jp//gappeikyou/

編集・発行編集・発行

神崎町・大河内町合併協議会事務局

〒679－3116
兵庫県神崎郡大河内町寺前64
TEL 0790－34－0002　FAX 0790－34－0691
Ｅ-mail 　  gappeikyou@town.okawachi.hyogo.jp　
ホームページ　http://www.town.kanzaki.hyogo.jp/gappeikyou/
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合併協議会
だより
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